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申
請
方
法
▼
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
添
付
資
料
と
と
も
に
同
封
の
返
信

用
封
筒
に
入
れ
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

窓
口
（
分
庁
舎
建
築
課
前
）
で
も
受
け
付

け
ま
す
。（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

　

支
給
予
定
▼
受
付
後
、
順
次
審
査
の
う

え
、
支
給
も
し
く
は
不
支
給
の
決
定
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
。
そ
の
後
、
支
給
該
当

者
の
指
定
し
た
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

　
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

に
関
す
る
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
!!

・
市
や
国
（
厚
生
労
働
省
）
で
は
、
皆

さ
ん
の
世
帯
構
成
や
金
融
機
関
の
口
座

番
号
な
ど
の
個
人
情
報
の
電
話
に
よ
る

照
会
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

・
市
や
国
で
は
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀
行
、
コ

ン
ビ
ニ
な
ど
の
現
金
自
動
支
払
機
）
の

操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

※
「
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給

付
金
」
の
給
付
を
装
っ
た
振
り
込
め
詐

欺
・
個
人
情
報
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
詩
厚
生
労
働
省
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
（
０
５
７
０
―
037
―
192
）
ま
た
は
社
会

福
祉
課

　

障
害
者
差
別
解
消
法
は
、
障
害
の
あ
る

人
へ
の
差
別
を
な
く
す
こ
と
で
、
障
害
の

あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生
き
る
社
会
を

つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
法
律
で
は
、「
不
当
な
差
別
的
取

扱
い
」と
「
合
理
的
配
慮
を
し
な
い
こ
と
」

が
差
別
と
な
り
ま
す
。

「
不
当
な
差
別
取
扱
い
」
の
例

・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
習
い
事
の
教
室
で

「
障
害
が
あ
る
」
と
い
う
理
由
だ
け
で
入

会
を
断
ら
れ
た
。

・
障
害
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
ア
パ
ー
ト

を
貸
し
て
く
れ
な
か
っ
た
。

・
お
店
に
入
ろ
う
と
し
た
ら
車
い
す
を
利

用
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
断
ら
れ
た
。

「
合
理
的
配
慮
を
し
な
い
こ
と
」
の
例

・
聴
覚
障
害
の
あ
る
人
に
声
だ
け
で
話
す
。

・
視
覚
障
害
の
あ
る
人
に
書
類
を
渡
す
だ

け
で
読
み
上
げ
な
い
。

・
知
的
障
害
の
あ
る
人
に
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
な
い
。　
　
　
　
　
　

　

不
当
に
差
別
的
取
り
扱
い
を
す
る
こ
と

は
、
役
所
や
会
社
、
お
店
な
ど
も
禁
止
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
役
所
は
必
ず
合
理
的
配

慮
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

会
社
や
お
店
な
ど
は
、
障
害
の
あ
る
人
が

困
ら
な
い
よ
う
に
で
き
る
だ
け
努
力
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

詳
し
く
は
詩
障
害
福
祉
課

　

賃
金
引
き
上
げ
の
影
響
が
及
び
に
く
い

年
金
受
給
者
な
ど
を
支
援
し
、
平
成
28
年

前
半
の
個
人
消
費
の
下
支
え
に
資
す
る
よ

う
、
高
齢
者
な
ど
を
対
象
と
し
て
「
年
金

生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
」
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

支
給
対
象
者
▼
平
成
27
年
度
臨
時
福
祉

給
付
金
の
支
給
対
象
者
の
う
ち
、
平
成
28

年
度
中
に
65
歳
以
上
と
な
る
人

※
次
の
人
は
対
象
外
で
す
。

・
課
税
さ
れ
て
い
る
人
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
人

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

　

支
給
額
▼
３
万
円
（
対
象
者
１
人
に
つ

き
）

　

受
付
期
間
▼
４
月
25
日
～
７
月
29
日

（
予
定
）

※
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
書
は
、
給
付

金
の
対
象
者
に
な
る
可
能
性
の
あ
る
人
が

い
る
世
帯
に
４
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら
障
害
者
差
別
解
消
法

が
施
行
さ
れ
ま
す

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付

金
（
高
齢
者
向
け
）
を
支
給
し
ま
す

　10月1日に実施した国勢調査では、市民の皆さん、調査員の皆さんにご理解・ご協力をいただきありがとうございました。
人口と世帯数の速報結果が総務省統計局から公表されたのでお知らせします。

※平成27年国勢調査の数字は速報です。今後、総務省統計局で公表する確定結果と異なる場合があります。
※国勢調査の結果は、社会福祉、環境、教育、住宅などこれからのまちづくりに活用されます。
　詳しくは至企画調整課、総務省統計局ホームページ平成27年国勢調査  調査の結果

平成27年国勢調査結果速報について

区　分 平成27年　国勢調査 平成22年　国勢調査 増減数 増減率
人　口 73,932人 74,711人 △779人 △1.0％
男 36,538人 37,053人 △515人 △1.4％
女 37,394人 37,658人 △264人 △0.7％

世帯数 28,521世帯 28,047世帯 　474世帯 　1.7%

7 2016. ４
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健
康
長
寿
い
き
い
き
ポ
イ
ン
ト
事
業

の
お
知
ら
せ

【
Ｏ
Ｋ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
散
策
コ
ー
ス
（
散
策

型
）
を
始
め
ま
す
】

　

高
齢
者
の
外
出
を
促
し
閉
じ
こ
も
り
や

孤
立
化
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
今
ま
で

の
参
加
型
で
は
場
所
が
遠
い
な
ど
の
理
由

で
参
加
で
き
な
か
っ
た
人
で
も
参
加
で
き

る
よ
う
、
自
身
の
お
気
に
入
り
の
場
所

（
市
内
）
を
探
し
て
市
に
紹
介
し
ポ
イ
ン

ト
が
獲
得
で
き
る
「
Ｏ
Ｋ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
散

策
コ
ー
ス
（
散
策
型
）」
を
始
め
ま
す
。

　

季
節
ご
と
に
、
お
す
す
め
の
場
所
を
２

か
所
探
し
て
記
録
す
る
と
、
季
節
ご
と
に

２
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。

※
「
Ｏ
Ｋ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
散
策
コ
ー
ス
」
は

健
康
長
寿
い
き
い
き
ポ
イ
ン
ト
事
業
（
参

加
型
）
と
合
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
平
成
27
年
度
分
の
記
念
品
の
交
換
期
間

は
４
月
28
日
㈭
ま
で
で
す
】

　

平
成
27
年
度
中
に
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
分

の
記
念
品
の
交
換
期
限
は
、
４
月
28
日
㈭

ま
で
で
す
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
交
換
で

い
き
い
き
健
康
農
園
利
用
者
を
募
集

し
ま
す

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
や
生
き

が
い
対
策
の
一
環
と
し
て
農
園
整
備
を
行

い
、
土
に
親
し
み
、
野
菜
づ
く
り
な
ど
を

始
め
た
い
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

対
象
者
▼
市
内
に
在
住
す
る
60
歳
以
上

で
、
他
の
「
い
き
い
き
健
康
農
園
」
を
利

用
し
て
い
な
い
人

　

農
園
の
場
所
お
よ
び
区
画
数
▼
坂
田
地

区　

五
区
画
程
度
（
１
区
画
20
㎡
程
度
）

　

費
用
▼
無
料

　

利
用
期
間
▼
４
月
下
旬
～
平
成
29
年
３

月
31
日
（
更
新
可
能
）

　

申
込
み
▼
４
月
１
日
㈮
～
11
日
㈪
に
所

定
の
申
請
用
紙
に
記
入
し
、
高
齢
介
護
課

へ【
先
着
順
】。

※
申
請
用
紙
は
高
齢
介
護
課
に
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
高
齢
介
護
課

　去る、３月13日、川田谷こどもの森において「探検！ 発見！ 雑木林！
～ヤマで遊んでみよう～」というイベントが行われました。
　このイベントは、「桶川みどりの会」、「桶川炭の会」、「桶川花と緑をいっ
ぱいにする会」、「桶川地区更生保護女性会」の４つの団体と市の共催で
行われ、当日は13組44人の親子が参加されました。曇り空の寒い天気と
なりましたが、イベントに参加した子供達は、寒さをものともせず、元
気いっぱいに森づくり体験や工作などを楽しんでいました。
　桶川みどりの会の小川代表から「ヤマ（落ち葉）かきは、落ち葉を集
める事だけが目的ではなく、落ち葉を適度に払った地面に太陽の光が差
し込むことで、地中で眠っている植物たちの成長を促し、春になると山
に自生する草花が芽吹いてきます。」などの説明を受け、その後、こうし
た自然を次世代に伝えたいという願いを込めて、みんなで植樹を行いま
した。
　川田谷こどもの森は、川田谷小学校の北側の約4,000㎡程の雑木林で、
「市民緑地」として、土地所有者のご厚意により緑地保全のために活用さ
れている土地です。
　身近に残る貴重な自然を、後世へ残していくことの大切さを感じた１
日でした。

注）市民緑地…山林などを市が所有者から借り受け、市民の皆さんに開放して
　　いる土地。維持管理は市とボランティア団体等が行っている。

桶川市長　     

　 動 報 告
市長元気通信 かつ

どう ほう こく
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男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
委
員
・
団

体
を
募
集
し
ま
す

　
「
女
ら
し
さ
」「
男
ら
し
さ
」
に
と
ら
わ

れ
ず
、
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会

―
男
女
共
同
参
画
社
会
―
の
実
現
に
向
け
、

共
に
活
動
す
る
市
民
・
団
体
を
募
集
し
ま

す
。

【
男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員
】

　

男
女
共
同
参
画
推
進
に
関
す
る
施
策
な

ど
を
審
議
し
ま
す
。

　

募
集
人
数
▼
男
女
各
１
人

　

申
込
み
▼
応
募
動
機
、
ま
た
は
「
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
む
け
て
」
と
題

し
、
400
字
以
内
で
記
入
し
、
５
月
６
日
㈮

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

学
生
納
付
特
例
制
度
の
手
続
き
が
簡
単
に

　

学
生
も
20
歳
に
な
っ
た
ら
、
国
民
年
金

に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
学
生
本
人
の
収
入
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

前
年
度
に
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ

た
人
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
申
請
書

（
ハ
ガ
キ
形
式
）
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、

同
一
の
学
校
に
在
学
す
る
場
合
は
、
記
入

し
て
返
送
す
る
だ
け
で
す
。

※
学
校
な
ど
が
変
わ
っ
た
人
は
、
改
め
て

申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ハ
ガ
キ
が
届
か
な
い
人
で
学
生
納
付
特

例
を
申
請
す
る
場
合
は
、
保
険
年
金
課
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

持
ち
物
▼
学
生
証
、
印
鑑
、
年
金
手
帳

（
交
付
済
の
場
合
）

【
申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
】

◯
特
例
対
象
期
間
に
つ
い
て
は
、
年
金
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
事
故
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
た
場

合
に
、
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

死
亡
の
場
合
は
、
遺
族
（「
子
の
あ
る
妻

（
夫
）」
と
「
子
」）
に
は
遺
族
基
礎
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◯
学
生
納
付
特
例
期
間
の
保
険
料
は
、
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
申
し
出
を
す
る
こ
と

で
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
追
納
す

る
保
険
料
の
額
は
、
２
年
度
を
経
過
す
る

と
、
経
過
し
た
年
数
に
応
じ
て
加
算
額
が

つ
き
ま
す
。

【
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
】

　

学
生
で
は
な
い
20
歳
代
の
人
は
、
本
人

お
よ
び
配
偶
者
の
収
入
が
一
定
額
以
下
の

と
き
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
（
若
年
者
納
付
猶
予

制
度
）
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
し
て
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
学
生

納
付
特
例
制
度
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
額
が
変
わ
り
ま
し
た

　

平
成
28
年
度
国
民
年
金
保
険
料
は
月
額

１
万
６
，
２
６
０
円
で
す
。
納
付
の
方
法

は
、
口
座
振
替
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
な
ら
び
に
納
付
書
（
現
金
）
が
あ
り
ま

す
。
口
座
振
替
の
場
合
は
、
金
融
機
関
で

手
続
き
が
必
要
で
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
の
場
合
は
申
し
出
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ど
ち
ら
の
方
法
で

も
、
月
毎
と
前
納
の
納
付
方
法
が
あ
り
ま

す
。
今
年
度
納
付
書
（
現
金
）
で
１
年
前

納
を
す
る
場
合
は
、
５
月
２
日
㈪
ま
で
と

な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
保
険
年
金
課
ま
た
は
大
宮

年
金
事
務
所
☎
652
―
３
３
９
９

★ 交通事故統計 ★
─桶川市内の人身事故─

（毎年１月からの累計）

平成28年
1月末

平成27年
１月末

対前年
同月比

件　　数 17件 28件 －11件

死　者　数 ０人 ０人 ０人

負傷者数 18人 32人 －14人

広がるな　狭い道こそ　前ならえ

　春暖の候、市民の皆様には、ますますご清祥
のこととお慶び申し上げます。
　また、平素より市の様々な事業に対し、特段
のご支援ご協力を賜っておりますことにつきま
して、厚くお礼申し上げます。
　さて、私こと、３月31日をもって、任期満了
により副市長を退任いたしました。
　平成26年４月１日から２年間、市民の皆様の
温かい励ましにより、業務を行うことができま
した。感謝の気持ちで一杯でございます。
　ここに、市民の皆様のご多幸と桶川市のます
ますの発展をお祈り申し上げ、退任のご挨拶と
させていただきます。
　本当にありがとうございました。

副市長
退任のごあいさつ

野川達哉さん 副市長を退任

【
男
女
共
同
参
画
情
報
紙
編
集
委
員
】

　

男
女
共
同
参
画
の
た
め
の
情
報
紙
「
か

が
や
き
」
の
編
集
や
発
行
を
行
い
ま
す
。

　

募
集
人
数
▼
５
人

　

申
込
み
▼
５
月
31
日
㈫
ま
で

【
グ
ル
ー
プ
サ
ポ
ー
ト
事
業
対
象
団
体
】

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し

活
動
す
る
市
民
グ
ル
ー
プ
に
活
動
費
を
助

成
し
ま
す
。

　

助
成
額
・
助
成
団
体
数
▼
限
度
額
５
万

円
・
１
団
体
【
多
数
抽
選
】

　

申
込
み
▼
５
月
31
日
㈫
ま
で

　

詳
し
く
は
詩
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

き
ま
せ
ん
。
50
ま
た
は
、
100
ポ
イ
ン
ト
で

交
換
し
、
余
っ
た
１
～
49
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
は
、
平
成
28
年
度
分
に
繰
り
越
し
が

可
能
で
す
。

　

交
換
場
所
▼
高
齢
介
護
課
ま
た
は
社
会

福
祉
協
議
会

　

詳
し
く
は
詩
高
齢
介
護
課
ま
た
は
社
会

福
祉
協
議
会
☎
728
―
２
２
２
１

9 82016. ４ 2016. ４
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健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

※
必
ず
設
置
工
事
着
手
前
に
申
請
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
地
域
の
確
認
や
申
請
書
類
の
受
け

取
り
は
、
環
境
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
申
請
書
類
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
予
算
の
範
囲
を
超
え
た
場
合
は

締
め
切
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
環
境
課

　

市
で
は
、
近
年
凶
暴
化
し
市
民
生
活
の

安
全
を
脅
か
す
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
を
除
去

す
る
た
め
、
そ
の
委
託
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

　

申
込
資
格
▼

①
市
内
に
居
住
す
る
建
物
を
有
し
、
当
該

建
物
ま
た
は
そ
の
敷
地
内
に
あ
る
巣
を
除

去
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。（
ア
パ
ー
ト
・

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
集
合
住
宅
を
除
く
）

②
申
請
前
に
環
境
課
へ
連
絡
し
、
ハ
チ
の

種
類
の
確
認
作
業
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

③
申
請
書
兼
報
告
書
の
提
出
時
に
、
巣
の

除
去
を
業
者
に
委
託
し
、
除
去
が
完
了
し

て
い
る
こ
と
。

※
同
一
の
人
に
対
す
る
補
助
金
の
交
付
は
、

年
一
回
限
り
と
な
り
ま
す
。

　

補
助
金
額
▼
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
を
除
去

し
た
費
用
の
１
／
２
の
額
（
百
円
未
満
は

切
り
捨
て
）
と
し
、
１
万
円
が
限
度
と
な

り
ま
す
。

　

市
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水

域
の
水
質
汚
濁
の
防
止
な
ら
び
に
生
活
環

境
お
よ
び
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
る
た
め
、

単
独
浄
化
槽
・
汲
み
取
り
便
槽
か
ら
合
併

浄
化
槽
に
転
換
す
る
人
に
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
対
象
▼
市
街
化
調
整
区
域
内
に
お

い
て
、
専
用
住
宅
に
既
存
単
独
処
理
浄
化

槽
ま
た
は
汲
み
取
り
便
槽
を
使
用
し
て
い

る
人
が
、
こ
れ
ら
に
換
え
て
当
該
建
物
に

10
人
槽
以
下
の
浄
化
槽
を
設
置
し
よ
う
と

す
る
際
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
浄
化
槽
の
設
置
工
事
に
着
手
し

て
い
る
場
合
、
設
置
工
事
が
完
了
し
て
い

る
場
合
、
公
共
事
業
に
伴
う
物
件
の
移
転

補
償
を
受
け
て
い
る
場
合
、
新
規
に
浄
化

槽
を
設
置
す
る
場
合
（
建
築
確
認
申
請
を

要
す
る
住
宅
の
新
築
、
改
築
な
ど
の
工
事

が
伴
う
も
の
）
は
、
補
助
金
の
交
付
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

補
助
金
額
▼

【
設
置
・
配
管
費
用
】
①
５
人
槽
：
53
万

２
千
円
②
６
～
７
人
槽
：
58
万
６
千
円

③
８
～
10
人
槽
：
67
万
６
千
円

【
処
分
費
用
】
既
存
単
独
浄
化
槽
ま
た
は
、

汲
取
り
便
槽
の
処
分
費
と
し
て
、
当
該
処

分
に
要
し
た
費
用
に
相
当
す
る
額
（
千
円

未
満
切
り
捨
て
、
上
限
６
万
円
）

　

申
込
み
▼
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
環
境
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
ズ
メ
バ
チ
除
去
費
補
助
制
度

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金
交
付

制
度

　

申
込
み
▼
巣
の
確
認
を
受
け
、
除
去
が

完
了
し
た
後
、
ス
ズ
メ
バ
チ
除
去
費
補
助

金
交
付
申
請
書
兼
報
告
書
に
、
必
要
書
類

を
添
え
て
環
境
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
類
は
、
環
境
課
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

な
お
、
予
算
の
範
囲
を
超
え
た
場
合
は
締

め
切
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
環
境
課

　

市
内
に
本
店
な
ど
の
あ
る
施
工
業
者
を

利
用
し
、
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
市

民
に
対
し
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

　

申
込
資
格
▼
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①
市
内
に
居
住
し
、
住
民
登
録
を
し
て
い

る
人

②
対
象
住
宅
を
所
有
ま
た
は
、
２
親
等
以

内
の
親
族
が
所
有
し
て
い
る
人

③
対
象
の
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
人

④
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

　

補
助
対
象
▼

①
工
事
費
用
が
20
万
円
以
上
（
消
費
税
な

ど
を
除
く
）
で
、
市
内
施
工
業
者
が
行
う

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
。
※
外
構
工
事
や
、

車
庫
、
倉
庫
の
設
置
な
ど
、
エ
ア
コ
ン
な

ど
の
設
備
設
置
工
事
等
は
対
象
外
で
す
。

②
対
象
と
な
る
工
事
に
対
し
て
、
市
が
実

施
す
る
他
の
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
こ

と
。 桶

川
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
補
助
金

③
平
成
29
年
２
月
28
日
ま
で
に
完
了
す
る

工
事
で
あ
る
こ
と
。

　

補
助
金
額
▼
消
費
税
等
抜
き
の
工
事
費

の
５
％
、
ま
た
は
10
万
円
の
ど
ち
ら
か
少

な
い
金
額
。（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

※
見
積
り
金
額
と
実
際
の
工
事
金
額
の
う

ち
、
ど
ち
ら
か
低
い
ほ
う
の
金
額
が
補
助

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

申
込
み
▼
４
月
１
日
㈮
か
ら
申
請
書
に

必
要
書
類
を
添
え
て
産
業
観
光
課
へ
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
工
事
着
手
前
に
申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
類
は
、
産
業
観
光
課
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

　

な
お
、
予
算
の
範
囲
を
超
え
た
場
合
は

締
め
切
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
産
業
観
光
課

　

４
月
１
日
か
ら
桶
川
市
商
工
会
で
は
、

「
桶
川
市
内
共
通
お
買
い
物
券
」
を
販
売

し
ま
す
。

　

こ
の
商
品
券
は
、
１
枚
500
円
で
、
取
扱

い
店
に
て
500
円
分
の
お
買
い
物
が
で
き
ま

す
。
贈
答
品
、
各
種
行
事
で
の
記
念
品
や

参
加
賞
と
し
て
最
適
で
す
。

※
プ
レ
ミ
ア
ム
分
は
付
き
ま
せ
ん
。

　

問
合
せ
詩
桶
川
市
商
工
会
☎
786
―
０

９
０
３

桶
川
市
住
宅
用
新
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
器
設
置
費
補
助
制
度

　

市
で
は
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
、
住
宅

用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
高
効
率

給
湯
器
の
設
置
者
に
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

　

申
込
資
格
▼

①
市
内
に
住
宅
を
所
有
す
る
人

②
市
町
村
税
を
完
納
し
て
い
る
人

③
設
置
す
る
建
築
物
の
敷
地
お
よ
び
建
築

物
な
ど
に
都
市
計
画
法
お
よ
び
建
築
基
準

法
の
違
反
が
な
い
人

④
当
該
年
度
の
３
月
20
日
ま
で
に
実
績
報

告
書
が
出
せ
る
人

⑤
申
請
後
、
設
置
工
事
に
着
手
す
る
人

※
同
一
世
帯
で
同
一
建
築
物
に
対
す
る
補

助
金
の
交
付
は
、
一
機
器
と
な
り
ま
す
。

　

補
助
対
象
と
な
る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
▼

①
電
力
会
社
の
低
圧
配
電
線
と
逆
潮
流
の

あ
る
系
統
連
結
を
し
て
い
る
こ
と

②
電
池
容
量
が
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と

③
電
力
会
社
と
電
灯
契
約
を
締
結
し
て
い

る
こ
と

④
未
使
用
品
で
あ
る
こ
と

⑤
住
宅
の
屋
根
お
よ
び
屋
上
へ
の
設
置
に

適
し
て
い
る
こ
と

　

補
助
金
額
▼
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

補
助
金
額
は
、
構
成
す
る
太
陽
電
池
容
量

の
最
大
出
力
値
（
単
位
は
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と

し
、
小
数
点
以
下
第
１
位
未
満
は
切
り
捨

て
）
に
２
万
円
を
乗
じ
た
額
と
し
、
７
万

円
が
限
度
と
な
り
ま
す
。

　

補
助
対
象
と
な
る
高
効
率
給
湯
器
・
補

助
金
額
▼

①
Ｃ
Ｏ
２
冷
媒
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
器

（
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
）
３
万
円

②
潜
熱
回
収
型
給
湯
器
（
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
、

エ
コ
フ
ィ
ー
ル
）
２
万
円

③
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
給
湯
器
（
エ
コ
ウ
ィ

ル
）５
万
円

④
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
給
湯
器
（
エ
コ
ワ
ン
） 

５
万
円

⑤
家
庭
用
燃
料
電
池
（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）

５
万
円

　

申
請
方
法
▼
４
月
１
日
㈮
午
前
９
時
か

ら
補
助
金
交
付
申
請
書
を
環
境
課
へ
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
類
は
、
環
境
課

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
環
境
課

　

手
当
額
は
、
毎
年
の
物
価
の
変
動
に
応

じ
て
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
全

国
消
費
者
物
価
指
数
の
対
前
年
比
が
公
表

さ
れ
た
結
果
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
手
当

月
額
が
次
の
と
お
り
引
き
上
げ
と
な
り
ま

し
た
。

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手

当
・
特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の
額
改
定

　

詳
し
く
は
詩
こ
ど
も
支
援
課
、
障
害
福

祉
課

べ
に
花
ま
つ
り
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

広
告
主
を
募
集
し
ま
す

　

６
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
開
催
す

る
「
べ
に
花
ま
つ
り
」
の
事
前
Ｐ
Ｒ
や
、

開
催
期
間
中
に
配
付
す
る
会
場
や
栽
培
畑

な
ど
の
案
内
図
を
中
心
に
し
た
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。

　

マ
ッ
プ
の
裏
面
に
企
業
や
商
店
お
よ
び

各
種
団
体
の
広
告
欄
を
設
け
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

大
き
さ
▼
Ａ
４
判
６
ペ
ー
ジ
、
カ
ラ
ー

刷
り

　

発
行
▼
２
万
５
千
部

　

募
集
▼
50
区
画

　

規
格
▼
１
区
画
が
縦
28
㎜
×
横
64
㎜

　

掲
載
料
▼
６
，
０
０
０
円
（
１
区
画
）

※
複
数
区
画
申
込
可

　

申
込
み
▼
４
月
８
日
㈮
ま
で
に
原
稿
図

案
と
掲
載
料
を
添
え
て
、
直
接
、
桶
川
市

べ
に
花
の
郷
づ
く
り
推
進
協
議
会
事
務
局

（
産
業
観
光
課
）
へ
。

　

詳
し
く
は
詩
産
業
観
光
課

区分 平成27年度 平成28年４月～
（８月振込分）

<本体額>
全部支給 42,000円 42,330円

一 部 支 給 41,990円
～9,910円

42,320円
～9,990円

区　分 改定前 改定後
1 　 級 51,100円 51,500円
2 　 級 34,030円 34,300円

児童扶養手当月額特別児童扶養手当月額（8月振込み分から）

※８月振込み分までは、第２子の月額5,000円、第３子以降
について１人につき月額3,000円の加算は変更ありません。

手当名称 改定前 改定後

特別障害者手当 26,620円 26,830円

障害児福祉手当 14,480円 14,600円

福 祉 手 当
（ 経 過 措 置 分 ） 14,480円 14,600円

特別障害者手当等（5月振込み分から）

「
桶
川
市
内
共
通
お
買
い
物
券
」

発
売
の
お
知
ら
せ

11 102016. ４ 2016. ４
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健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

市
民
の
皆
さ
ん
の
知
恵
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
か
し
て
、
市
と
協
働
で
事
業
を

行
い
ま
せ
ん
か

　

市
民
と
市
が
、
役
割
分
担
を
し
な
が
ら

お
互
い
の
知
恵
や
持
て
る
力
を
出
し
合
う

こ
と
を
「
協
働
」
と
い
い
ま
す
。

　

市
と
協
働
で
身
近
な
地
域
の
課
題
解
決

を
図
る
た
め
に
実
施
し
た
い
事
業
の
提
案

を
、
市
民
公
益
活
動
団
体
の
皆
さ
ん
か
ら

募
集
し
ま
す
。

　

事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
団
体
と

市
と
の
役
割
を
明
確
に
し
た
う
え
で
協
定

書
を
締
結
し
、
実
施
主
体
と
な
る
団
体
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

提
案
で
き
る
団
体
▼
市
民
公
益
活
動
団

体
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

自
治
会
な
ど
の
地
域
団
体
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子

ど
も
会
な
ど
）
※
応
募
資
格
要
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
細
は
募
集
要
項
を
参
照
く

だ
さ
い
。

　

対
象
事
業
▼
団
体
が
自
由
に
テ
ー
マ
を

設
定
す
る
提
案
（
自
由
提
案
型
）、
市
の

設
定
し
た
テ
ー
マ
に
対
し
て
の
提
案

（
テ
ー
マ
設
定
型
）
の
い
ず
れ
か
で
、
次

の
①
〜
③
す
べ
て
を
満
た
す
も
の

①
市
内
で
行
う
公
益
的
・
社
会
貢
献
的
な

事
業
で
あ
っ
て
、
市
民
公
益
活
動
団
体
と

市
が
一
緒
に
協
力
・
連
携
し
て
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
、
地
域
課
題
ま
た
は
社
会
的

課
題
の
解
決
が
図
ら
れ
る
事
業 

②
提
案
す
る
団
体
の
目
的
ま
た
は
通
常
の

活
動
に
沿
っ
た
事
業

③
提
案
す
る
団
体
と
市
の
役
割
分
担
が
明

確
で
、
双
方
の
責
任
に
お
い
て
実
施
さ
れ

る
事
業
で
、
４
月
１
日
～
平
成
29
年
３
月

31
日
の
期
間
に
実
施
・
完
了
す
る
事
業

　

補
助
額
▼
１
事
業
あ
た
り
上
限
100
万
円

※
活
動
歴
１
年
未
満
の
団
体
は
上
限
10
万

円
　

提
案
書
提
出
期
限
▼
４
月
22
日
㈮
ま
で

　

審
査
▼
桶
川
市
協
働
審
議
会
で
書
類
審

査
会
や
口
頭
説
明
会
を
行
い
、
審
査
し
ま

す
。

※
募
集
要
項
や
申
請
書
類
は
、
４
月
１
日

㈮
か
ら
自
治
文
化
課
、
市
民
活
動
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
、
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

に
設
置
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
提
案
を
希
望
す
る
団
体
は
、
提
案
書
提

出
期
限
前
ま
で
に
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
詩
自
治
文
化
課

桶
川
都
市
計
画
の
変
更
に
関
す
る
公

聴
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

と
き
▼
５
月
24
日
㈫
午
前
10
時
30
分
か

ら
※
申
し
出
が
な
い
場
合
は
、
中
止
と
な

り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

　

変
更
と
な
る
都
市
計
画
概
要
▼
「
桶
川

都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発

及
び
保
全
の
方
針
」
お
よ
び
「
桶
川
都
市

計
画
区
域
区
分
」
の
変
更

【
都
市
計
画
の
変
更
の
構
想
（
原
案
）
の

閲
覧
】

　

と
き
▼
４
月
12
日
㈫
～
26
日
㈫
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分

　

と
こ
ろ
▼
都
市
計
画
課
、
県
都
市
計
画

課
、
北
本
県
土
整
備
事
務
所

　

内
容
▼
「
桶
川
都
市
計
画
都
市
計
画
区

域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
」
お

よ
び
「
桶
川
都
市
計
画
区
域
区
分
」
の
変

更
原
案

【
公
述
（
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
）

の
申
し
出
】

　

対
象
▼
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
お

よ
び
法
人

　

提
出
方
法
▼
４
月
26
日
㈫
午
後
５
時
15

分
ま
で
に
閲
覧
場
所
に
あ
る
公
述
申
出
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
直
接
、
ま

た
は
郵
送
《
必
着
》
で
、
都
市
計
画
課

（
〒
363-

8501
住
所
記
入
不
要
）
ま
た
は
県
都

市
計
画
課
（
〒
330-

9301
住
所
記
入
不
要
）へ
。

県
電
子
申
請
届
出
サ
ー
ビ
ス
で
も
提
出
で

き
ま
す
。

※
公
述
希
望
者
が
多
い
場
合
は
、
公
述
人

を
選
定
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
公
述
人
１
人
あ
た
り
の
公
述
時
間
は
、

概
ね
10
分
以
内
と
な
り
ま
す
。

※
傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
5
月
10
日
㈫

以
降
に
都
市
計
画
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
変
更
原
案
は
、
４
月
12
日
㈫
か
ら
市
お

よ
び
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
都
市
計
画
課
ま
た
は
県
都

市
計
画
課
☎
830
―
５
３
４
１

　

と
き
▼
４
月
10
日
㈰
午
前
10
時
（
第
１

回
）、
午
後
２
時
（
第
２
回
）

　

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

　

変
更
と
な
る
都
市
計
画
の
概
要
▼
桶
川

都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発

及
び
保
全
の
方
針
」
お
よ
び
「
桶
川
都
市

計
画
区
域
区
分
」
の
変
更
、
用
途
地
域
の

変
更
、
防
火
地
域
お
よ
び
準
防
火
地
域
の

変
更
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
変
更
、
下

水
道
の
変
更

※
地
区
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
も
併
せ
て

説
明
し
ま
す
。

※
説
明
資
料
は
当
日
配
布
し
ま
す
が
、
4

月
1
日
㈮
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
ま
す
。

【
都
市
計
画
の
変
更
原
案
の
閲
覧
】

　

と
き
▼
４
月
12
日
㈫
～
26
日
㈫
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分

　

と
こ
ろ
▼
都
市
計
画
課

※
変
更
原
案
は
、
４
月
12
日
㈫
か
ら
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
都
市
計
画
課

桶
川
都
市
計
画
の
変
更
に
関
す
る
原

案
の
閲
覧
お
よ
び
市
民
説
明
会
開
催

の
お
知
ら
せ

　微小粒子状物質（PM2.5）とは、大気中に浮遊
する粒子状物質であって、直径2.5マイクロメート
ル以下（１マイクロメートルは0.001ミリメート
ル）の微粒子のことをいいます。ＰＭ2.5の大きさ
は髪の毛の太さの30分の１程度です。
　ＰＭ2.5の濃度の日平均値が70マイクログラム
／1㎥を超えると予測された場合、健康への影響が
懸念されます。そのため県では、毎日3回（8時、
12時30分、17時30分）この値を超えるおそれ
があるかどうかを予測し、ホームページでお知ら
せしています。また、市では防災無線でお知らせ
します。

～微小粒子状物質（ＰＭ2.5）に注意しましょう～

　いざというときに安心して医療を受けられるように、職場
の健康保険や後期高齢者医療制度などに加入している人を除
き、市内に住む人はすべて、桶川市の国民健康保険（国保）
に加入しなければなりません。
　国保に加入している人が、会社の健康保険へ加入、または
他の市区町村へ転出した場合は資格喪失の届け出が必要です。
　また、他の市区町村からの転入や、会社の健康保険に加入
している人が退職し、国保に加入する場合などは、14日以
内に国保への資格取得の届け出が必要になります。
　国保への加入年月日は、届け出の日ではなく、前の健康保
険を喪失した日となります。このため、届け出が遅れたとき
は、加入日にさかのぼり国民健康保険税を納付することにな
ります。
　なお、国民健康保険税額の試算を希望の人は、平成27年
中の収入のわかるもの（源泉徴収票、確定申告書の写しなど）
と市に納めている固定資産税の納税通知書をお持ちください。

国民健康保険のお知らせ

　詳しくは至保険年金課

2012 ⒸASUKOE Partners,Inc.

病院・救急

届出
●妊娠・出産に
　関する届出

健康

●お母さんの健康
●お子さんの健康
●お子さんの予防接種
●産前・産後の訪問指導

相談
●妊娠出産・子育てに
関する相談先

●妊娠出産・子育てに
関する病院と救急
連絡先

学ぶ・出かける
●妊娠出産・子育てに関す
る教室・講座
●行って遊ぼう
●妊娠出産・子育てに関す
る施設

●日常的な保育関連サービス
●一時的な保育関連サービス
●幼稚園での保育関連サービス

あずける

子育て応援ウェブサイト

『ママフレ』
を知っていますか

⬅ＱＲコード
　からアクセ
　スできます。

http://okegawa-city.mamafre.jp

市ホームページトップのバナーからも
アクセスできます。

　妊娠・出産・子育てに関する各種
行政サービス情報を、webで「わ
かりやすく」「探しやすく」発信する
ため、子育て応援サイト『ママフレ』
を開設しています。
　行政サービス情報をカテゴリーご
とに分類し、専門用語をできるだけ
使用しないなど、わかりやすくなっ
ています。子育て世帯のみなさん、
ぜひ、ご利用ください！
　詳しくは至こども支援課

おかね
●妊娠・出産したお母さん
へのお金などのサポート
●子育て中の方へのお金な
どのサポート
●ひとり親の方へのお金な
どのサポート

日平均値が70マイクログラム／1㎥を超えると予
測された場合、次のことに注意してください。
◯不要不急の外出をできるだけ減らすこと
◯屋外での長時間の激しい運動をできるだけ減ら
　すこと
◯換気や窓の開閉を必要最小限にすること

関連ホームページ
・本日のPM2.5測定結果（県ホームページ）
・微小粒子状物質（ＰＭ2.5）に関する情報（環境
省ホームページ）
　詳しくは至環境課

こんなとき 届け出に必要なもの

国
保
に
加
入
す
る
と
き

他の市区町村から転入して
きたとき

運転免許証、パスポート、住基
カード（顔写真付き）のいずれか

職場の健康保険をやめたとき、
被扶養者からはずれたとき 健康保険資格喪失証明書

子どもがうまれたとき 母子健康手帳
外国籍の人が加入するとき 在留カード、パスポート
生活保護を受けなくなったと
き 保護廃止決定通知書

国
保
を
や
め
る
と
き

他の市区町村に転出すると
き

国民健康保険被保険者
証（以下、国保保険証）

職場の健康保険に加入した
とき
被扶養者になったとき

職場の健康保険証（または資格
取得証明書）、国保保険証

国保の被保険者が死亡したと
き 国保保険証

生活保護を受けるように
なったとき

保護開始決定通知書、国保保険
証

そ
の
他

就学のため別に住所を定め
るとき 国保保険証、在学証明書

市内で住所が変わったとき

国保保険証
世帯主や氏名が変わったと
き
世帯が分かれたり、一緒に
なったりしたとき

13 122016. ４ 2016. ４
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健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

関
名
や
持
病
、
緊
急
連
絡
先
な
ど
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
詩
高
齢
介
護
課

　

　
「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
と
は
、
筒

状
の
容
器
に
救
急
情
報
シ
ー
ト
を
入
れ

て
、
救
急
時
や
災
害
時
に
備
え
る
も
の
で

す
。

　

救
急
情
報
シ
ー
ト
に
、
か
か
り
つ
け
の

医
療
機
関
名
や
緊
急
連
絡
先
な
ど
の
情
報

を
記
載
し
、
筒
の
中
に
入
れ
て
冷
蔵
庫
内

に
保
管
し
ま
す
。
緊
急
対
応
が
必
要
に

な
っ
た
際
に
、
駆
け
つ
け
た
救
急
隊
員
な

ど
が
救
急
情
報
シ
ー
ト
に
記
載
さ
れ
た
情

報
を
も
と
に
、
迅
速
か
つ
的
確
な
救
急
活

動
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

対
象
者
▼
次
の
①
～
④
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
、
希
望
す
る
人

①
70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
人
②
日
中

独
居
の
高
齢
者
③
高
齢
者
の
み
の
世
帯
④

障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人

※
①
～
④
に
当
て
は
ま
ら
な
い
人
で
も
、

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
備
え
た
い
人
は

高
齢
介
護
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

配
付
元
▼
高
齢
介
護
課
、
市
内
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
市
内
居
宅
介
護
支
援

事
業
所

　

昨
年
の
４
～
５
月
に
、
70
歳
以
上
の
一

人
暮
ら
し
の
人
へ
は
各
地
区
の
担
当
民
生

委
員
（
ま
た
は
市
職
員
）
が
自
宅
に
届
け

て
い
ま
す
。
す
で
に
お
手
元
に
あ
る
人
は

定
期
的
に
救
急
情
報
シ
ー
ト
の
見
直
し
を

お
願
い
し
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
医
療
機

「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
を
配
付

し
て
い
ま
す

皆
様
の
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

次
の
方
か
ら
寄
附
（
現
金
）
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

建
設
埼
玉　

桶
川
地
区
本
部　

様

　

川
口
信
用
金
庫　

様

　

詳
し
く
は
詩
契
約
管
財
課

　

と
き
▼
４
月
27
日
㈬
午
後
２
時
か
ら

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
303

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
次
回
の
定
例
会
は
５
月
25
日
㈬

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
教
育
総
務
課

　

小
学
校
に
お
け
る
理
科
教
育
の
充
実
を

図
る
た
め
に
、
理
科
授
業
の
補
助
や
支
援

を
行
う
理
科
支
援
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
人
数
▼
４
人

　

主
な
勤
務
内
容
▼

○
小
学
校
の
理
科
授
業
で
の
観
察
・
実
験

の
支
援
や
補
助

教
育
委
員
会
第
４
回
定
例
会

平
成
28
年
度
桶
川
市
立
小
学
校
理
科

支
援
員
の
募
集
に
つ
い
て

○
観
察
・
実
験
の
準
備
や
後
片
付
け

○
理
科
室
の
整
備
や
掲
示
物
の
作
成
な
ど

　

資
格
▼
学
校
教
育
に
理
解
と
意
欲
が
あ

り
、
理
科
が
好
き
な
人
。
※
理
科
に
関
す

る
知
識
や
技
能
を
あ
る
程
度
有
し
て
い
る

こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
教
員
免
許
状
は
特

に
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

　

勤
務
場
所
▼
市
内
小
学
校
７
校
の
う
ち

１
～
２
校

　

勤
務
日
お
よ
び
勤
務
時
間
▼
６
月
１
日

㈬
～
12
月
22
日
㈭
の
う
ち
60
日
間
（
１
日

の
勤
務
時
間
は
原
則
４
時
間
）

　

募
集
期
間
▼
４
月
１
日
㈮
～
28
日
㈭

（
土
日
を
除
く
）
の
午
前
９
時
～
午
後
５

時
　

応
募
方
法
▼
必
要
書
類
を
直
接
、
学
校

支
援
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

必
要
書
類
▼
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）

※
教
員
免
許
状
を
持
つ
人
は
、
そ
の
写
し

も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

採
用
▼
面
接
に
よ
り
決
定
。
面
接
は
５

月
中
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
日

時
な
ど
は
、
個
別
に
連
絡
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
学
校
支
援
課

　

市
民
の
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
た
め
に
、

学
習
機
会
の
情
報
を
ま
と
め
た
「
生
涯
学

習
ガ
イ
ド
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
・
図
書
館
な
ど
に
配
置
し
て
い

て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

生
涯
学
習
ガ
イ
ド
（
４
～
７
月
）
を

活
用
く
だ
さ
い

し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
生
涯
学
習
文
化
財
課

　

こ
の
運
動
は
、
広
く
市
民
に
交
通
安
全

思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践

を
習
慣
づ
け
る
と
と
も
に
、
県
民
自
身
に

よ
る
道
路
交
通
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通

事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

　

運
動
の
基
本
▼
子
供
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止

　

全
国
重
点
目
標
▼

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
（
特
に
、

自
転
車
安
全
利
用
五
則
の
周
知
徹
底
）

○
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

埼
玉
県
重
点
目
標
▼
子
ど
も
と
高
齢
者

の
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

　

桶
川
市
重
点
目
標
▼
新
入
学
児
童
お
よ

び
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　

詳
し
く
は
詩
安
心
安
全
課

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
４
／
６
～
15

『
人
も
車
も
自
転
車
も

　
　
　
　
　
安
心
・
安
全　
埼
玉
県
』

◆認知症地域支援推進員を配置しました
　市では、認知症ケア体制の強化を図るため、高齢介護課に「認知症地域支援推進員」を１人配置しま
した。
◆認知症地域支援推進員の役割
　・認知症の人やその家族の相談支援
　・市民の方に身近な病気として認知症を理解してもらう活動（認知症サポーター養成講座など）
　・認知症の人やその家族が状況に応じて必要な医療や介護などのサービスが受けられるよう医療機関
　　などの関係機関へのつなぎや連絡調整の支援
　・地域における認知症の人とその家族を支援する相談支援や支援体制を構築するための取り組み
◆相談窓口
　認知症に関することでお悩みの人や相談したい人は、地域包括支援センターまたは市高齢介護課へ。
　地域包括支援センター一覧

住み慣れた地域で自分らしい暮らしができるように
シリーズ　明日のあんしん　～高齢者の生活を支える～⑨

詳しくは至高齢介護課

おれんじカフェを開催します
　４月から、認知症の人とその家族・地域住民など誰もが利用でき、触れ合える場所「おれんじカフェ」
を開催します。専門職への相談やグループホームの様子も見学できます。
※参加希望のグループホームまで連絡の上、お越しください。
○グループホームみんなの家桶川（坂田東１―36―３☎729―1616）
　開催日▶４月13日㈬、５月11日㈬
○愛の家グループホーム桶川（朝日２―10―15☎778―6603）　
　開催日▶４月20日㈬、５月18日㈬
○桶川ケアセンターそよ風（上日出谷1245―２☎789―3130）
　開催日▶４月15日㈮、５月20日㈮　　　※開催時間はいずれも午後１時～３時（出入り自由）です。
　詳しくは至高齢介護課

･･･････････････････････〈 広告 〉･･･････････････････････

  

  

平成28年度危険物取扱者試験（第１回）
　消防法で定められる数量以上の危険物を貯蔵し、
または取り扱う人は、危険物取扱者免状が必要です。
試験日 種　類 試験会場 受付期間

５月２２日㈰ 全種類 文教大学
（越谷市） ４月５日㈫～15日㈮

願書配布・問合せ▶平日午前８時30分～午後５時15分
　　　　　　　　　桶川消防署管理指導課☎773-1190
願書提出先▶㈶消防試験研究センター埼玉県支部
　　　　　　試験係
※試験のための準備講習会もあります。　

センター名 担当地域 住所・電話番号
地域包括支援センター
ハートランド

東、西、南、北、寿、神明、国道西側の坂田、国道西
側の加納

坂田１７２５
☎７７７－７０５５

地域包括支援センター
ルーエハイム 泉、下日出谷、下日出谷西、若宮、鴨川、朝日 泉１－２－５

☎７８９－２１２１
地域包括支援センター
桶川市社会福祉協議会

末広、坂田東、篠津、五丁台、舎人新田、小針領家、
倉田、赤堀、国道東側の坂田、国道東側の加納

末広２－８－８
☎７２８－２２６５

地域包括支援センター
ねむのき 上日出谷、川田谷 川田谷５８３０－１

☎７８３－５３１１
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健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

商
店
街
の
空
店
舗
を
活
用
し
ま
せ
ん

か
？

　

市
で
は
、
商
店
街
の
振
興
を
目
的
と
し

て
、
市
内
５
商
店
街
の
空
店
舗
を
活
用
し

て
新
た
に
お
店
を
営
業
し
よ
う
と
す
る
人

を
対
象
に
、
改
装
費
や
家
賃
の
補
助
を
し

ま
す
。

　

申
込
み
▼
４
月
11
日
㈪
～
５
月
16
日
㈪

に
産
業
観
光
課
へ
。

※
こ
の
期
間
内
に
申
し
込
み
が
無
か
っ
た

場
合
、
そ
の
後
は
、
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

ま
た
、
補
助
の
決
定
に
は
審
査
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
産
業
観
光
課

桶
川
市
勤
労
者
住
宅
資
金
貸
付
制
度

　

対
象
▼
①
市
内
に
居
住
し
、
ま
た
は
居

住
し
よ
う
と
し
て
い
る
勤
労
者
（
自
営
業

者
を
除
く
）
で
、
同
一
事
業
所
に
１
年
以

上
勤
務
し
て
い
る
人

②
資
金
の
貸
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
時
の

年
齢
が
20
歳
以
上
60
歳
以
下
で
か
つ
、
償

還
を
完
了
す
る
時
の
年
齢
が
70
歳
（
無
担

保
の
貸
し
付
け
に
あ
っ
て
は
65
歳
）
以
下

で
あ
る
人

③
市
県
民
税
を
完
納
し
て
い
る
人

④
家
族
収
入
を
含
み
借
入
金
を
返
済
し
な

が
ら
生
活
し
う
る
人

　

資
金
の
用
途
▼
利
用
申
込
者
が
市
内
に

居
住
す
る
た
め
の
新
築
、
増
改
築
（
耐
震

改
修
を
含
む
）、
購
入
（
中
古
住
宅
・
マ

ン
シ
ョ
ン
を
含
む
）
お
よ
び
宅
地
の
取
得

資
金
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
家
屋
は
建
築

基
準
法
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
、
宅
地
は

100
㎡
以
上
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
な
お
、

投
資
を
目
的
と
す
る
も
の
は
、
該
当
し
ま

せ
ん
。

　

貸
付
限
度
額
▼
２
，
５
０
０
万
円
（
無

担
保
は
500
万
円
）

　

貸
付
利
率
▼
変
動
金
利
１
・
８
６
５
％

（
無
担
保
は
固
定
金
利
1.9
％
、
変
動
金
利

２
・７
１
５
％
）

　

貸
付
期
間
▼
30
年
以
内
（
無
担
保
は
固

定
金
利
10
年
以
内
、
変
動
金
利
15
年
以

内
）

　

保
証
人
▼
労
働
者
信
用
基
金
協
会
の
債

務
保
証
制
度
を
利
用

　

申
込
み
▼
産
業
観
光
課
に
あ
る
「
勤
労

者
住
宅
資
金
貸
付
申
込
書
」
で
、
毎
月
10

日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
詩
産
業
観
光
課

　

国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、
税
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
働
く
国
税
専
門
官

（
国
家
公
務
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

受
験
資
格
▼
①
昭
和
61
年
４
月
２
日
～

平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
②
平
成

７
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
人
で
次
に

掲
げ
る
者

⑴
大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
平
成
29
年

３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

人⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
者

　

申
込
み
▼
【
原
則
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

申
込
み
：
４
月
１
日
㈮
午
前
９
時
～
13
日

㈬
《
受
信
有
効
》
に
「
国
家
公
務
員
採
用

試
験
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
」
へ
ア
ク

セ
ス
し
、
説
明
に
従
い
入
力
し
て
く
だ
さ

い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で
き
な
い

場
合
は
、
郵
送
ま
た
は
持
参
：
４
月
１
日

㈮
～
４
日
㈪
《
消
印
有
効
》
に
希
望
す
る

第
１
次
試
験
地
に
対
応
す
る
国
税
局
ま
た

は
沖
縄
国
税
事
務
所

平
成
28
年
度
国
税
専
門
官
採
用
試
験

　

試
験
日
▼
第
１
次
試
験
日
：
５
月
29
日

㈰
、
第
２
次
試
験
日
：
７
月
12
日
㈫
～
20

日
㈬
の
い
ず
れ
か
第
１
次
試
験
合
格
通
知

書
で
指
定
す
る
日
時

　

試
験
地
▼
【
第
１
次
試
験
】
高
崎
市
、

さ
い
た
ま
市
、
新
潟
市
、
松
本
市
ほ
か

【
第
２
次
試
験
】
さ
い
た
ま
市
ほ
か

　

問
合
せ
詩
【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

に
関
す
る
問
合
せ
】
人
事
院
人
材
局
試
験

課
☎
03
―
３
５
８
１
―
５
３
１
１
内
線

２
３
３
２
、【
上
記
以
外
の
問
合
せ
】
関

東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
係
☎
048

―
600
―
３
１
１
１
内
線
２
０
９
７

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座「
基
礎
課
程
」

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　

内
容
▼
聴
覚
障
害
者
の
生
活
お
よ
び
関

連
す
る
福
祉
制
度
に
つ
い
て
理
解
と
知
識

を
深
め
る
と
と
も
に
、
日
常
生
活
を
行
う

の
に
必
要
な
手
話
語
彙
お
よ
び
表
現
技
術

を
習
得
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

と
き
▼
５
月
18
日
～
11
月
頃
の
午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分
（
水
曜
日
・
全
28
回
）

　

と
こ
ろ
▼
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

　

対
象
▼

①
平
成
27
年
度
桶
川
市
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座
「
入
門
課
程
」
修
了
者

②
過
去
に
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
「
入
門

課
程
」
を
修
了
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
同

等
の
手
話
技
術
を
習
得
し
て
い
る
人

　

定
員
▼
20
人
※
定
員
を
超
え
る
応
募
が

あ
っ
た
場
合
は
、
右
記
「
対
象
①
」
を
優

先
し
ま
す
。

　

受
講
料
▼
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
ほ
か
実

費
）

　

申
込
み
▼
往
復
は
が
き
に
氏
名
（
ふ
り

が
な
）・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号
・
希

望
動
機
を
記
入
し
、４
月
20
日
㈬
《
必
着
》

で
桶
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
〒
363‒

0012

桶
川
市
末
広
２
―
８
―
８
）
へ
。

　

問
合
せ
詩
桶
川
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
728
―
２
２
２
１

応
急
手
当
講
習（
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
）

　

内
容
▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

（
成
人
）
お
よ
び
大
出
血
時
の
止
血
方
法

な
ど
※
講
習
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付

　

と
き
▼
５
月
22
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

（
午
前
８
時
45
分
受
付
開
始
）
※
Ｗ
Ｅ
Ｂ

講
習
受
講
者
は
午
前
９
時
45
分
～
10
時
受

付
　

と
こ
ろ
▼
北
本
消
防
署
北
本
東
分
署

（
北
本
市
宮
内
７
―
240
）

　

対
象
▼
桶
川
市
・
鴻
巣
市
・
北
本
市
に

在
住
ま
た
は
在
勤
の
中
学
生
以
上
（
再
受

講
可
）

　

定
員
▼
15
人
【
先
着
順
】

　

費
用
▼
無
料

　

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受

講
者
は
当
消
防
本
部
発
行
の
受
講
証
明
書

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
画
面
提
示
で

も
可
）

　

そ
の
他
▼
当
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
の
受
講
が
で
き

ま
す
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受
講
者
は
救
命
講
習

の
受
講
時
間
が
開
始
よ
り
１
時
間
免
除
さ

れ
ま
す
。

　

申
込
み
・
問
合
せ
▼
４
月
15
日
㈮
～
５

月
14
日
㈯
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
北
本

消
防
署
（
048
―
５
９
２
―
５
０
０
５
）
へ
。

☎048－786－1412
親身になり、無料で相談をし、
料金も納得できます。

大手仲人会加盟

結婚しましょう!!

元警察官の結婚相談室
室長　会田和夫
桶川市下日出谷西2－13－1

女性と公務員多数在籍!!

･･･････････････････････〈 広告 〉･･･････････････････････

補助区分 対象経費の例 補助額

改 装 費 内装・外装・設備設
置工事など

改装費の１／２以内
補助額上限50万円

家　　賃

店舗の賃借料（保証
金、敷金､ 礼金、駐
車場、仲介手数料な
どを除く）

家賃の１／２以内
補助額上限月５万円
（12か月）

※小売業（百貨店・スーパーマーケットを除く）または
一般飲食店（主としてアルコール飲料を提供しないもの）
が対象になります。
※改装費補助を受ける場合の施工業者は、市内に事務所
または住所を有する業者に限ります。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

案内地図
－

欧風料理
THE ALBA INN & Kitchen
本場のフィッシュ＆チップス、チキ
ン＆チップスやオムライス、ミック
スフライなどの洋食も揃えておりま
す。ランチのパーティも歓迎

★営業時間★
ランチ １１：００～１５：００
ディナー予約制１７：００～２１：００
定休日：日・月・祝祭日

場所：朝日総合法務事務所隣り
電話： － －

相続・遺言・贈与、借金等、
その他、お気軽にご相談下さい。
★着手金不要・費用分割可

相談のみは無料
★要予約★

平日９：００～１７：００（１２～１３除く）
予約により土・日・祝祭日面談可
電話： － －

．nifty.com/
asahi-houmu/

ナチュラルカントリー木工
White Wash（ホワイト ウォッシュ）
手作りでオリジナルの家具や雑貨を
相談しながら作ります。
ご家庭でお困りの簡単な作業や修理
などもお請けします。
お気軽にご相談ください。
・電話相談は無料。
・出張相談は１回５００円～
場所：朝日総合法務事務所隣り
電話： － － （澤口）
Email : moko_peachrain@yahoo.co.jp
http : //www.ab.auone-net.jp/¯peach-r/

～アライグマ情報をお知らせください～
　市内ではアライグマの出没情報が増えています。農作物を
食い荒らすなどの被害の他、民家にすみつき、ふん尿をする
などの被害が発生しています。
　市では、県と連携して被害対策を行っていますが、これか
らの時期は繁殖期にあたるため個体数が増加する傾向にあり
ます。アライグマは見た目と違って気性が荒く、かみついた
り引っかいたりすることがあります。そのため、自宅や近所
で見かけたり、被害がありましたら、むやみに近づかずに環
境課までご連絡ください。
　詳しくは至環境課

17 162016. ４ 2016. ４
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健
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ス
テ
ー
シ
ョ
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い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
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響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
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ス
テ
ー
シ
ョ
ン

４月 ●桶川市役所・教育委員会／緯７８６－３２１１　姉７８６－９８６６
●社会福祉協議会／緯７２８－２２２１　姉７２８－２３１３

相　　　　談 相談員 相　　談　　内　　容 と　　　き と　こ　ろ 問 合 せ

法律相談（予約制） 弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚・相続などの法
律全般についての相談

１日㈮・８日㈮・２２日㈮ 14：00～17：00 
１６日㈯ 9：00～12：00
５月６日㈮・１３日㈮・2７日㈮
14：00～17：00 ２１日㈯ 9：00～12：00

仮設庁舎相談室

秘書広報課

司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成
年後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

１４日㈭　＊次回は５月１２日㈭
13：00～16：00 仮設庁舎相談室

行 政 書 士 相 談 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容証
明、会社設立などの手続きの相談

４日㈪　＊次回は５月２日㈪
13：00～16：00 仮設庁舎相談室

不動産相談（予約制） 宅地建物取
引 主 任 者 不動産の売買、賃貸借契約等についての相談 ２７日㈬

13：00～16：00 仮設庁舎相談室

住 宅 相 談 建設団体
の相談員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震な
どの相談

１６日㈯
9：00～12：00

仮設庁舎会議室201
電話可　緯786-3211

行 政 相 談 行政相談
委 員

国や県、公団・公社等への要望や苦情につ
いての相談

８日㈮　＊次回は５月１３日㈮
10：00～12：00 仮設庁舎相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職 員

消費者金融等からの借金返済などに困って
いる方の相談 随時 仮設庁舎相談室

直通緯786-3450

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困っている
ことについての相談 随時 仮設庁舎相談室 安心安全課

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 １１日㈪・２５日㈪

10：00～16：00 仮設庁舎相談室
人権・男女共同
参画課人 権 相 談 人権擁護

委 員
悩みごと・離婚問題・子どものいじめなど
の日常生活でお困りのことの相談

１２日㈫
9：00～12：00 地域福祉活動センター3階

内 職 相 談 市 役 所
相 談 員

内職に関する相談・案内・ハローワークの
求人情報の閲覧

毎週水・金曜日（祝日を除く）
10：00～1５：00

勤労福祉会館
直通緯773-1121（水・金曜日） 産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全般
についての相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
10：00～15：30（12：00～13：00を除く）

仮設庁舎2階
電話可　緯786-3211 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 家庭児童
相 談 員

親や子どもからの、家庭・幼稚園・学校な
どでの悩みや子育ての相談

毎週火・木曜日（祝日を除く）
10：00～16：00

駅前子育て支援センター
直通緯777-7708 こども支援課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程

調整して決定
児童発達支援センター分室
緯787-5562

児童発達支援セ
ンター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みごと
の相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
9：00～17：00

桶川市教育センター
直通緯786-3237

教育委員会学校
支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
13：00～15：00

地域福祉活動センター
直通緯72８-２３６９ 社会福祉協議会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明

会
の
お
知
ら
せ

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
を
希

望
す
る
人
は
、
説
明
会
に
参
加
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

対
象
▼
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人
で

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人

　

と
き
▼
①
４
月
19
日
㈫
②
５
月
17
日
㈫

③
６
月
21
日
㈫
④
７
月
12
日
㈫
⑤
７
月
20

日
㈬
の
午
前
９
時
か
ら
※
時
間
厳
守
（
７

月
12
日
は
女
性
の
み
）

　

と
こ
ろ
▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
勤
労
福
祉
会
館
内
）　

　

問
合
せ
詩
桶
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
☎
777
―
１
９
２
０

　　　　　スポーツ安全保険のご案内

対象▶スポーツ活動や文化活動・ボランティア活動などを
行う４人以上の団体で、その活動中とそのための往復中の
事故等などによって傷害を被った場合に補償されます。
掛金（１人年額）▶
Ａ１＝８００円
中学生以下／スポーツ・文化・ボランティア・地域活動
ＡＷ＝１，４５０円
中学生以下／上記活動に加え、個人活動・個人練習も補償
する子どもワイド
Ａ２＝８００円
高校生以上／文化・ボランティア・地域活動・団体員の送
迎・応援・準備・片付け
Ｃ＝１，８５０円
高校生以上～64歳以下／スポーツ活動・スポーツ活動の指導
Ｂ＝１，２００円
65歳以上／スポーツ活動
※Ｃ区分でも加入可
※スポーツ活動を行わない場合は、Ａ２区分
Ｄ＝１１，０００円
危険度の高いスポーツ活動
◆学校管理下の活動は対象外となります。

◆詳細については、スポーツ安全協会のホームページ、また
はスポーツ安全協会埼玉県支部へお問い合わせください。

「スポーツ安全保険のしおり」または「あらまし」で、内容
を確認ください。
加入申込書配布先▶スポーツ振興課、サン・アリーナ、川
田谷生涯学習センター、各公民館
問合せ至（公財）スポーツ安全協会埼玉県支部（県体育協会内）
　　　　☎779－9580

平成28年度

消費生活センターの開設日が増えます！
　相談体制の充実・強化のため、４月から水曜日も消
費生活センターを開設します。事業者との契約・取引
に関するトラブルや、商品の使用による事故、消費生
活全般にわたるお問い合わせは消費生活センターへご
相談ください。（予約不要）
　ところ▶市役所仮設庁舎２階
　相談日▶毎週月～金曜日（祝日、年末年始は除く）の
午前10時～午後３時30分（12～13時は除く）
　電話▶７８６－３２１１
詳しくは至自治文化課

182016. ４


